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グループでの共同作業では、あらかじめ用意されたデザ

インプロセスに沿って作業することが、必ずしも良い成果を

得るわけではありません。「用意されたデザインプロセス」と

は、あくまで、理想的なプロセスを示してくれる一種のお手

本に過ぎないのです。実際に、このようなお手本通りに事を

うまく運べることはまれです。明確な目標やクリエイティブな

環境をつくり出すことも重要ですが、それと同時に問題に立

ち向かう情熱やメンバー同士の良好な関係を築くことも、新

しいエキサイティングなアイデアの創造には重要なのです。

ここでは、ガングプロジェクトの活動を、よりわかりやすく伝

えるため、このプロジェクトにおけるデザインプロセスをリ

サーチ、スケッチ（ブレインストーミング）、プロトタイピング、

展覧会（コミュニケーション）の四つに分類して紹介します。

リサーチ

知識・情報を収集し、メンバーで共有することによって、この

プロジェクトの基盤を形づくる段階。

スケッチ

コンセプトスケッチを描くことによって、ビジュアルを用いた

ブレインストーミングやアイデアを整理する段階。

プロトタイピング

経験によるプロトタイピング、モックアップの作成、ソフト・

ハードウェアのプロトタイピングを迅速に繰り返し行うこと

によって、グループで実際に触りながら意見を出し合い、さ

らにアイデアを発展させる段階。

展覧会

展覧会などで展示・発表することによって、幅広い年齢層と異

なる背景や認識をもつ人から、意見や感想を直接得る段階。

各制作の初期の段階においては、それぞれに対応したワー

クショップを、タカラインデックスeRラボ株式会社とIAMAS

のPDP（プログラマブル・デバイス・プロジェクト）と共同で実

施しました。こうしたワークショップを通じて、技術的なノウ

ハウやサポート、玩具に関するマーケットや生産の本質につ

いて理解する機会を得ました。
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ガングプロジェクトの活動を紹介する冊子です。この冊子はガン
グブックとスケッチブックのセットになっています。電子玩具を
制作するためのプロトタイピング手法や、実際に制作したプロト
タイプを紹介しています。

形　態　　
サイズ　　
コンテンツ

This is a book that introduces the activities of the Gangu Project. 
This book is a set of the Gangu Book and the Sketch Book. The 
books introduce the prototyping method for creating electronic 
toys as well as prototypes that have actually been made.

Form
Size
Contents

無線綴じ製本
182mm×222mm
INTRODUCTION、WORKS、
A DESIGN PROCESS、 RESEARCH、
SKETCHING、PROTOTYPING、EXHIBITIONS、
TAKARAINDEX eR LAB、
GAINER WORKSHOP、CHRONOLOGICAL 
TABLE、LOOKING TO THE FUTURE、
TUTORS、TOY MAKERS

Perfect Binding
182mm×222mm
INTRODUCTION, WORKS,  A DESIGN PROCESS,  
RESEARCH, SKETCHING, PROTOTYPING, 
EXHIBITIONS, TAKARAINDEX eR LAB, GAINER 
WORKSHOP, CHRONOLOGICAL TABLE, LOOKING 
TO THE FUTURE, TUTORS, TOY MAKERS



※閲覧する端末、アプリケーションによっては目次機能が正しく動作しない場合がありますのでご了承ください。
※Please be aware that depending upon the terminal/application used, there are times when the table of contents function 
　will not work correctly.

①目次の使い方
　・Adobe Readerの場合
　「しおり」機能を使って目次としてご利用いただけます。
　・Apple プレビューの場合
　「サイドバー」を目次としてご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- For Adobe Reader
　Access as table of contents using the“guidebook”function.
　- For Apple Preview
　Access the“sidebar”as the table of contents.

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・Adobe Readerの場合
　「編集＞簡易検索」もしくはコマンド＋F
　・Apple プレビューの場合
　　検索窓に入力してください。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- For Adobe Reader
　Edit → Simple Search OR Command + F
　- For Apple Preview
　Type into the search window.

※iBooksでのご利用を推奨しています。
※Use via iBooks is recommended.

①目次の使い方
　・メニューのリスト表示から目次をご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- Access from the list display in the menu.　

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・メニューの検索アイコンから検索いただけます。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- Search from the search icon in the menu.

これまでIAMASで発行されたカタログ類をIAMAS BOOKSとして再編成し、電子書籍化しました。
Catalogues previously published at IAMAS have been reorganized into IAMAS BOOKS and turned into digital books.

　PCで閲覧｜Via PC

　使用方法｜How to use

　iPadで閲覧｜Via iPad

　Android端末で閲覧｜　For Android
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